









































































いち早 く次のステップ (18時間の割 り振 り)
に踏み出すことが出来たことは,コーディネー
トする側にとって大変ありがたいことであった｡
3 教員が受 けてみたい研修 ･学習につい































































4 選択 ｢生徒指導｣の大枠 を考える- ｢子


















































































◇ 1限90分,1日4コマ ◇8:50開始 16:10終了
1日目 8月 5日 (水). 2日目 8月6日 (木) 3日目 8月 7日 (金)
(開講式 .ガイダンス) ｢警察に寄せられた少年相談｣ ｢スクールカウンセラーの活用｣
｢生徒指導上の今日的課題｣ (∋講義 ｢少年の相談事例から｣ ①講義 ｢教育相談体制の充実と活
(∋講義 ｢中学生を中心とした問題行動と学校の危機管理｣ 用｣(∋集団討論 .事例研究｢スクールカウンセラーとの連携｣※ (自己評価)
②情報交換 ｢子どもの問題と学校 ②危機管理演習 ｢子どもの問題行
事情｣ 動と対応｣
※ (アンケート) ※ (自己評価)
｢モバイル時代の子どもたち｣ ｢性非行｣丁保護者対応｣
①講義 ｢モバイルを媒介にしたト (D講義 ｢性非行の実態と指導の在
ラブル,最新の情報｣ り方｣
(参討論 ｢モバイルのトラブル,そ (参講義と討論 ｢保護者相談から学 ｢まとめ｣
の対策と予防｣ ぶ保護者とのかかわり方｣ (D論述試験②全体の振返りとまとめ






































































自由記述 (振返 りレポー ト)
(釘各テーマ毎に,学習にのぞむ姿勢等の自己評
価































主要職歴 神奈川大学 人間科学部 非常勤講師,元 横浜市立中学校 校長















































② 子ども (たち)の問題行動事例報告 (情
報の交換)































































































































るが,企画 (コーディネー ト) した者の 18時
間はあっという間に経過したが,準備期間は随
分長かったという印象であった｡それは例のな
い,そして講習の受講を必ずしも望んでいない
教員を満足させる企画は確たる姿をなかなか現
さなかった｡文部科学省が大学等に期待する内
容を,果して組織化できるのか,また元同僚と
も言える教員に,懸案であった新たな良き学び
の機会を設けることができるかなどの課題が,
終始念頭から離れなかった｡
私は,受講者が ｢この大学の講習を選んでよ
かった,内容が具体的なので現場で役に立つ
情報交換の場に加えてリフレッシュができて得
した｣という思いを間違いなく実現できる内容
と,それに応える実力のある講師陣を構築する
ところから始まった｡そのために,受講者に配
付する冊子の充実を図るとともに,講義内容に
は直接触れていないがそれぞれの学校現場で役
立つデータ等を,資料編に付加 して使用の便を
図ることとした｡各講師もこの意図を是として,
有益な資料を多く準備してくれたので,この冊
子は特に価値の高いものが出来上がった｡いず
れの講師も,十分な事前調整を踏まえてサービ
ス精神に徹するという気持ちを共有してのぞん
だ講習であった｡
講習終了後,事務局から ｢受講者は概ね満足
しているようです｣と評価表を見ながら声をか
けられたときは,素直に喜ぶ自分を認めること
ができた｡それに加えて,同僚から ｢ご苦労様
です｡良い評価でよかったですね｡｣と労われ
たときは,気疲れが一気に解消される思いであ
った｡また,依頼した講師の方々から ｢受講者
が聞き上手で,時間を気にしながらも 『あれも
話したい,これも伝えたい』という気持ちにさ
せられ,もっと時間が欲 しかった｣｢新鮮な体
験で,とても楽しかった｣という反応と ｢また
このような機会があったら呼んでください,お
手伝いします｣と言われたことが私の財産とな
った｡講師が楽しく講義ができれば,受講者は
楽しく学ぶことが出来る｡講師の熱心な講義は,
受講者の各学校での授業等を振返る契機を与え
ることができたのではないかと思われる｡受講
者数を30名に限定したことも,一斉講義とグ
ループ討議を展開させるのには適当な人数であ
ったと思われる｡また,研修場所が大学のキャ
ンパスであったことは受講者にとっても教育委
員会等が計画する悉皆研修とは異なり,リフレ
ッシュする格好の機会でもあったようである｡
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Ⅶ 現場の教員を支援する
最後に,私は希有なこの機会を与えられたこ
と,また講習形態やその内容など自由な企画を
認めていただいた大学担当事務局に重ねて感謝
をするとともに,この得難い実験教育とも言う
べき体験から得た成果を教職課程を履修する学
生に還元すべく内容の検討に入りたいと考えて
いる｡
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